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国道７号 朝日温海道路

事業概要

 区 間： 起点 新潟県村上市川端
終点 山形県鶴岡市大岩川

 延 長： ４０．８ｋｍ
 設計速度： ８０ｋｍ/ｈ

年度 主な経緯

H24年度 都市計画決定

H25年度 事業化

H27年度 用地着手

H29年度 朝日温海道路 起工式
1号トンネル工事着手

かわ ばた

おお いわ がわ
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国道７号 朝日温海道路（日本海沿岸東北自動車道）

目 的 令和６年度事業内容

● 災害時の緊急輸送路と速達性の確保

● 高速ネットワーク形成による第三次緊急

医施設へのアクセス性の向上

● 日本海側における交流・連携の強化

【当初予算】

環境・水文調査、道路設計、用地買収、埋蔵文化財調査、改良工事、

橋梁下部工事、トンネル工事（2号、4号、9号、11号）

【補正予算】

改良工事、橋梁下部工事
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朝日まほろばIC～県境 延長34.1km 県境～あつみ温泉IC
延長6.7km

国道７号 朝日温海道路 延長40.8km

切土・盛土・地盤改良工事・函渠工事 用地買収

４号トンネル工事

橋梁工事

２号トンネル工事

９号トンネル工事

埋蔵文化財調査
（上野遺跡）

11号トンネル工事

新潟国道事務所 羽越河川国道事務所



朝日温海道路の期待される効果
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猿沢地区
至 酒田市

（R６年９月撮影） （R６年11月撮
影）

至 新潟市

（R6年9月撮影）
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橋梁下部工事

橋梁下部工事

さ る さ わ

道の駅朝日

朝日まほろばＩＣ



檜原地区

H25年11月 Ｒ６年９月

至 新潟市

至 酒田市

至 新潟市

【檜原地区】 【檜原地区】
至 酒田市
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ひ ば ら

上野遺跡

かみの



至 新潟市

至 酒田市

・発掘調査期間：平成２９年度～令和７年度（予定）
・４層（６面）に区別して調査を実施
・縄文時代後期前葉（約4,000年前）の大規模な
集落跡だったとみられる

・掘立柱建物、焼人骨集積土坑、フラスコ状土坑、
などの遺構が出土

掘立柱建物跡 大量の遺物

上野遺跡
か み の
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大須戸地区

（R６年９月撮影）

至 酒田市 函渠工事

（Ｒ６年９月撮影）
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函渠工事

（Ｒ６年11月撮影）

お お す ど

至 新潟市

（仮称）大須戸ＩＣ



大須戸地区
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（R６年９月撮影）

１号トンネル

Ａ２橋台

Ｐ３橋脚

（仮称）大須戸第二ＩＣ

Ａ１橋台

Ｐ１橋脚

お お す ど



１号トンネル（仮称）工事

平成29年度より掘削を開始
令和2年9月に貫通済（L=1,007m）

坑内状況（令和３年５月撮影）

酒田側坑口（令和３年７月撮影）
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（R6年11月撮影）

２号トンネル（仮称）工事

令和4年度からトンネル本体の掘削を開始
掘削延長951m（R6.12月末現在）

２号トンネル L=2,587m
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２号トンネル坑口
起点側（新潟側）

（R6年11月撮影）

坑内掘削状況



２号トンネル（仮称）工事
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L=2,587m

掘削方向

約951m

断層破砕帯 断層破砕帯
低土被り部及び
地すべりブロック

低土被り部

R４.５掘削着手 R６.12末時点

起
点
側
（至
新
潟
）

終
点
側
（至
酒
田
）

≪２号トンネル（仮称）の概要≫

≪２号トンネル（仮称）の進捗状況≫

・トンネル延長：２，５８７ｍ （朝日温海道路で最長のトンネル）

・令和４年５月から掘削開始 （新潟側から山形方面に向かって掘削）



４号トンネル（仮称） 工事
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（R６年９月撮影） ４号トンネル L=1,185m

至 新潟市

至 酒田市
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令和３年度からトンネル本体の掘削を開始
山形県側から掘削

４号トンネル坑口
終点側（酒田側）

（R5年12月１９日貫通）



４号トンネル（仮称） 工事
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本坑貫通（令和６年６
月） 起点側坑口（新潟側）

（R6年1０月）

先進導坑貫通（令和５年１２
月）

（R6年6月撮影）

インバート施工



令和4年5月に掘削内空の変位増大を確認
⇒応急対策（仮閉合）を実施
⇒変位抑制対策を追加した施工（縫い返し）を実施

仮閉合

左側面に軟弱な 火山礫凝灰岩 が現れ
掘削した内空に変状が確認された

かざんれきぎょうかいがん

☜採取した火山礫凝灰岩
手で容易にほぐれ、
水につけると泥ねい化

縫い返し

４号トンネル（仮称） 工事
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変状確認

応急対策

変位抑制対策


